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• 2014年：李克強首相が「大衆創業、万衆創新（大衆の創業、万人のイノ
ベーション、「双創」）」を提唱

• 2015年1月：李克強首相が深圳にある柴火メイカースペースを視察

• 2015年3月：経済が「新常態」という新たな段階に入ったことを強調、政
府活動報告に「双創」を盛り込むとともに、「互聯網+（インターネット
＋）」という新しい行動計画を掲げる

• 2015年5月：中国国務院弁公庁は「大衆創業・万衆創新モデル拠点の建設
に関する実施意見」を発表

⇒北京市海淀区、天津市浜海新区中心業務地区、深圳市南山区、重慶両江
新区、貴州貴安新区など全国28か所のハイテクモデル地区を指定

• 2015年5月：国務院は「中国製造2025」を発表、次世代情報技術や新エ
ネルギー車など10の重点分野で「世界の製造強国」を目指す

中国政府のイノベーション政策
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• 米中両国の交渉が決裂した原因の一つ・・中央・地方政府による
産業補助金の存在？

• 財政支出を通じた直接の補助金よりも、何らかの形で政府が関与
した投資ファンドの方が、ハイテク産業の支援としては存在感が
大きい

• 「産業投資基金」の存在： ベンチャーキャピタルおよび政府機
関、金融機関、企業などの融資主体から資金を集め、政府プロ
ジェクトへの出資や企業の資金調達、企業合併などの産業構造最
適化を支援

• ホワイトハウス通商産業政策局「中国の経済侵略がアメリカと世
界のテクノロジーと知的財産をいかに脅かしているか」
⇒中国政府が外国資産を取得するという目的で急速に展開したもの
だ、と結論

イノベーションを支えるベンチャーキャ
ピタル

3



VCファンド組成の国際比較

•このような投資ファンドには、
国有企業傘下のベンチャー
キャピタルが多く含まれてい
る。

•創業公社（VSTARTUP）

⇒首都鋼鉄集団参加の投資ファ
ンドを母体とするインキュベー
ター

出所：ベンチャーエンタープライズセンター『ベンチャー
白書2018 ベンチャービジネスに関する年次報告』
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（筆者撮影）
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「お行儀よく」変化する中国社会

• 犯罪率の劇的な低下：2017年、中国は人口10万人あたりの殺人件数
が0.81件・・殺人発生件数の最も低い国の一つに。暴行罪の件数は
2012年より51.8％減少し、重大交通事故の発生率は43.8％減少。

• 社会治安に対する人々の満足度は、2012年の87.55％から2017年の
95.55％に上昇（『人民網日本語版』2018年01月25日
http://j.people.com.cn/n3/2018/0125/c94475-9419781.html）

• 「向社会的行動の点数化」による人々の「自発的」服従：アリ・
ファイナンスによる「芝麻信用」「網商貸」、滴滴、美団などO2O
取引を通じた相互評価

⇒「お行儀」が良く「予測可能な」中国社会の到来

• 欧米社会と何が同じで、何が違うのか？

7

http://j.people.com.cn/n3/2018/0125/c94475-9419781.html


「アーキテクチャ」を通じた秩序形成

•テクノロジーの進歩やそれを牽引する企業が、市民にとって
「できること、できないこと」を決めていくという状況の出現

•レッシグ（2001）：市民の行動を規制するのに、「法」「規
範」「市場」「アーキテクチャ」という4つの手段があること
を指摘

•コンピュータとインターネットによって生み出されたサイバー
空間で、大手企業が提供するアーキテクチャを通じた規制に
よって、自由で創造的な行動が制限される度合いが強まってい
ると批判、アーキテクチャによる規制を「不完全」にする法規
制の導入を、自由至上主義の立場から主張
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社会信用システムについて
• 「社会信用システム建設計画要綱（2014－2020）」：2014年に公表、社
会成員の信用記録、信用インフラネットワークを利用した信賞必罰をシス
テマティックに行い、伝統的美徳を内在した相互信頼の文化理念を樹立す
ることを掲げる

⇒急速に進むビッグデータの蓄積とその管理、およびそれらを社会秩序の
構築に結びつけた「社会信用システム」の構築に関心が集まる

※混同されやすい3つの動き

１．IT大手であるアリババ傘下のアント・ファイナンスが開発した「芝麻
信用（セサミ・クレジット）」をはじめとした、民間企業が提供する信用
スコア

２．社会的に問題のある行動を起こした人物（「失信被執行人」）や企業
の情報を行政機関が共有し、社会的な制裁を与える仕組み

３．江蘇省蘇州市の「桂花信份」など、地方政府が（民間会社と提携し
て）、市民の行動を評価してスコア付けする動き

9



芝麻信用（セサミ・クレジット）

• 中国国内で5億2,000万人が利用する「支
付宝（アリペイ）」を運用するアリ・
ファイナンスが提供する信用スコア。

• 支払い履歴、個人の学歴や職歴マイカー
や住宅など資産の保有状況、交遊関係に
応じて350点から950点まで変動するが、
具体的なアルゴリズムは不明

• スコアが高いと、レンタルなどのデポ
ジットが不要になる、アントファイナン
スが提供する金融商品の金利が優遇され
るなどの特典が得られる

• 保険サービスや、小額貸付、シェアリン
グエコノミーあるいは中古品販売などの
審査材料として利用が拡大

⇒政府による個人情報業務のライセンスは
得られず（2018年）、ビジネスのプラット
フォームとして進化

（筆者撮影）
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社会信用システムとパターナリズム

• そもそも、アメリカの信用スコアを規範として20世紀末に導入が検
討されたもの（高口2019）

• 信用スコアによる与信管理の手法が治安維持や環境保護、食や医療
の安全、汚職の取締りなどに至るまで、政府の管掌範囲全域に拡大
（堀内2019）

• 中国政府は社会信用システムの導入を通じて「公衆による政府の政
策決定への参加のチャンネルを広げること」や、「権力の運用に対
する社会的監督と制約の強化」なども掲げる

• ある社会的行動について、厳密な「合法性」ではなく、それらが
「道徳的」であるか否かを評価し、「非道徳的な行為」には刑罰よ
りも緩やかなサンクションを与えるもの
⇒「アーキテクチャ／アルゴリズム」を通じた統治と儒教的な「徳に
よる統治」との親和性
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現代中国のテクノロジーと監視社会：
北京・Megvii社訪問（2018年9月25日）
※Megvii（旷视科技）社について：
• 2011年に清華出身者3名で創業。AIをコアとする画像認識のユニ
コーン企業。

• 現在従業員は1700人、平均年齢は26歳。清華大・北京大出身者の数
が多く「中国で最も聡明な企業」

• 認証、セキュリティ、リテール、スマホロック解除の4分野において
技術の「社会実装」を手掛ける

• 認証技術は、OPPO、VIVO、Huawei、ノキア、モトローラ、サムス
ンなどのスマホ、KFCなどの店舗が採用。また、スマートリテール
の技術はユニクロ中国の店舗に導入されている。
⇒「テクノロジーによって世の中はよくなる」という一種の「ユー
フォリア（多幸感）」に支えられた監視技術？
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（筆者撮影）
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（筆者撮影）
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（筆者撮影）
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まとめ

•社会のデジタル化の進展を通じ、「向社会的行動の点数化」に
人々が自発的に従うという行為により、中国社会は 「お行儀」
が良く「予測可能」になりつつある。

•「民間」と「国家」が一体化した統治の伝統を持たない中国社
会において、「市民社会」によるテクノロジーの監視をどう働
かせるかが問われている。

⇒「西側」諸国との対立先鋭化の背景？
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